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Ⅰ　問題の所在と目的
2007年に特別支援教育が完全実施となり、地域における特別支援教育
の推進及び支援システムの充実等が求められている。その中でも、特別支
援学校（盲・聾・養護学校、以下「特別支援学校」）の地域における役割
も変化し、特に、就学前障害幼児への支援体制に対する役割が大きく求め
られている。
文部科学省における施策等の経緯をみると、まず、1999年には、盲・
聾・養護学校幼稚部教育要領及び、盲学校、聾学校及び養護学校学習指導
要領（文部科学省）が改訂された。ここでは早期からの教育相談の必要性
が示され、同様に、特別支援学校の地域の特殊教育の相談センターとして
の役割が明確に規定された。また、2003年、｢21世紀の特殊教育の在り方
について｣（21世紀の特殊教育の在り方に関する調査研究協力者会議）の
中で、｢地域の特殊教育のセンターとして盲・聾・養護学校の機能を充実｣
することが示された。具体的には、｢盲学校、聾学校及び養護学校は、そ
の専門性や障害に対応した施設・設備を生かして、障害を有する乳幼児や
その保護者に対する早期からの教育相談を実施したり、保育園や幼稚園等
の障害のある幼児を指導したりするなど、地域における特殊教育に関する
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相談のセンター的な役割を果たすよう努めること｣ と明記され、特別支援
学校の持つ機能のさらなる拡大と今後の役割が明確化され、これから進む
べく方向性が具体的に示された。
その他としては、2001年から教育相談体系化推進事業（文部科学省）
が開始されたことが挙げられる。これは早期からの教育相談から始まり在
学中それから卒業後まで、医療、福祉、労働等と教育が一体となって相談
支援を行うことである。特に福祉の分野では障害福祉圏域という人口約30
万人の規模の中でのエリアを考えて、その中での相談支援を広域的に行っ
ていくことを始めている。これから教育と医療、福祉との連携、相談支援
体制を図っていく中で、教育の分野からそれらに対していろいろな貢献を
していく必要があり、広域な圏域の中で、特別支援学校の教育相談担当教
員が相談支援のコーディネーターとしての役割を果たしていくことが求め
られる。このように教育相談の重要性がより求められる背景の中で、全国
各地の特別支援学校においては、早期からの教育相談を様々な形で展開し
つつ、新たな課題に向かっているところである。
Ａ県においては、特別支援学校における早期教育相談事業が1997年か
ら３年間の調査研究と併せて実施され、現在は、Ａ県における特別支援学
校全てに整備されている。
また、Ａ県総合教育センターにおいては早期教育相談担当教員を対象と
した研修（障害児早期教育相談担当者研修２日間）やこれから担当する教
員を対象にした研修（障害児早期教育相談研修８日間）も実施されてお
り、早期教育相談事業の充実に向けて進んでいる。
早期教育相談の機能としては、障害幼児への発達相談、グループ指導、
保護者支援、就学支援等が挙げられる。その中のグループ指導は、幼児同
士の関わりや保護者間の関係作り等、障害幼児の発達支援と保護者支援等
に対する重要な役割を担っている。
寺田ら（1995）は、超早期に療育機関を訪れた親子の援助としてのグ
ループ指導の取り組みを行い、乳幼児グループ指導の意義を報告してい
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る。また、久保山（1996）は、グループ指導における保護者支援の有効
性を述べ、保護者が抱く孤立感・疎外感に対して早期に対応することが必
要であり、その対応の仕方として保護者同士が語り合う場の設定が有効で
あるとしている。
以上のように早期の療育機関におけるグループ指導の取り組みはいくつ
か報告されているが、特別支援学校における幼児教育相談のグループ指導
についての研究は見当たらない。
今回の研究においては、特別支援学校におけるグループ指導の取り組み
等について検討し、特別支援学校における早期教育相談の新たな役割を明
らかにすることを目的とした。
なお、盲・聾・養護学校については、法律改正に従い、特別支援学校と
表記している。
Ⅱ　方法
１　手続き
（１）対象者
　　Ａ県立Ｂ知的障害特別支援学校幼児教育相談担当教員。
　　Ａ県立Ｂ知的障害特別支援学校においては1998年に幼児教育相談
室が開設された。相談内容としては、個別の教育相談やグループ指
導、早期療育機関及び保育園、幼稚園、小学校特殊学級等を対象とし
た情報交換会、交流研修会、連絡会の開催等を実施している。
（２）方法
　　Ａ県立Ｂ知的障害特別支援学校幼児教育相談担当教員への聞き取り。
（３）内容
　　①幼児教育相談グループ指導の現状と課題
　　②幼児教育相談担当教員が抱える問題点
（４）時期
　　200X年９月
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Ⅲ　結果
１　幼児教育相談グループ指導の現状と課題
　　幼児教育相談グループ指導の実施状況等から、現状と課題を明らかに
した。
（１）期日　200X年７月～200X＋１年２月　合計５回実施
（２）場所
　　　障害幼児　機能訓練室
　　　保護者　　幼児教育相談室
（３）グループ編制
　　　１回目及び２回目については、実施日をそれぞれ２日間設定し出席
しやすい日を保護者の方に選択してもらう。３回目は就学児のみの実
施とした。
表１　グループ指導の日程
時間 内容 準備物
9:30
10:20
10:30
11:20
11:30
集合
　・歌遊び（自己紹介）・体を動かそう
　・パラシュート遊び・ユランコ遊び
休憩･水分補給
【幼児】
１御用学習（ホワイトボードに貼る）
　・お買い物・色・形合わせ
　・絵合わせ・文字合わせ
２電車ごっこ
　・紐の中にみんなで入る
３自由遊び
　・トランポリン・すべり台
　・ボールプール
【保護者】
１情報交換会
帰りの会
解散
キーボード
パラシュート
ユランコ
椅子
ホワイトボード
絵カード
チップ
紐
トランポリン
すべり台
笛
ボールプール
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（４）指導体制
　　　幼児教育相談担当教員５名及びサポート教員10名。グループ指導
は全員、また、情報交換会は幼児教育相談担当教員２名で担当した。
（５）日程
　　　グループ指導の日程を表１に示す。
　障害幼児の活動については、集団での活動と御用学習を中心とした個別
学習の二つに分けて行った。また、グループの構成については、年齢や障
害種別等に分けずに、障害幼児が集団を意識し、集団活動を行うことをと
おして他の子ども達や多くの教員と触れ合うということを目的とした。ま
た、御用学習については、個別の教育相談で実施している課題の一つをみ
んなの前で発表するという方法を採った。
　保護者との情報交換会については、幼児教育相談を受けた感想、現在抱
えている悩み、各療育機関の状況、幼児教育相談に対する要望等を中心に
話し合いを行った。
（６）障害幼児の取組状況
　　　障害幼児のグループ指導への取組状況を表２～表６に示す。
　①　200X年７月（参加率65.4％）
表２　グループ指導の学習内容及び評価
氏名 学習内容 評価
Ａ（６歳･女）
Ｂ（４歳･男）
Ｃ（６歳･女）
Ｄ（５歳･女）
Ｅ（６歳･男）
Ｆ（５歳･女）
Ｇ（５歳･男）
Ｈ（５歳･男）
Ｉ（６歳･男）
好きなものを買う。みんなの前で発表する。
タワースティックを色に分けて入れる。プリンを持ってくる。
キーボードを押してくる。
リンゴ、バナナ、ミカンの中からリンゴを持ってくる。
いろいろな絵カードの中から乗り物を集めてくる。
カラーボールを取ってくる。キーボードを押してくる。
カレーライスの材料を買ってくる。
いろいろな果物の中からパイナップルを持ってくる。
いろいろな絵カードの中から食べ物を集めてくる。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
【○：できた△：どちらでもない×：できない】
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　②　200X年９月（参加率65.4％）
表３　グループ指導の学習内容及び評価
氏名 学習内容 評価
Ａ（６歳･女）
Ｂ（５歳･男）
Ｃ（６歳･男）
Ｄ（６歳･男）
Ｅ（５歳･男）
Ｆ（６歳･男）
Ｇ（６歳･男）
Ｈ（３歳･男）
○△□３色３種の中から赤いものを取ってくる。
ハンバーガーとリンゴを買ってくる。
リンゴとミカンとバナナを取ってくる。
リンゴ、ミカン、バナナ、スイカの中から赤い物を取ってくる。
リンゴを買ってくる。赤いものを取ってくる。
カレーライスの材料を買ってくる。
パイナップルを持ってくる。○△□の中から○を持ってくる。
バナナを持ってくる。
○
○
○
○
○
○
○
○
【○：できた△：どちらでもない×：できない】
　③　200X年12月（参加率59.3％）
表４　グループ指導の学習内容及び評価
氏名 学習内容 評価
Ａ（５歳･男）
Ｂ（５歳･女）
Ｃ（６歳･男）
Ｄ（４歳･男）
Ｅ（６歳･女）
Ｆ（６歳･男）
Ｇ（４歳･男）
カボチャを数える。赤い車を取ってくる。
太鼓を叩く。
動物のカードを取ってくる。○△□のマッチングをする。
絵カードから言われたものを選ぶ。
絵カードを見て同じものを取ってくる。
○△□のマッチングをする。
プーさんの型はめを入れる。
○
○
○
×
×
○
×
【○：できた△：どちらでもない×：できない】
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　④　200X＋１年１月（参加率59.3％）
表５　グループ指導の学習内容及び評価
氏名 学習内容 評価
Ａ（６歳･男）
Ｂ（４歳･男）
Ｃ（５歳･男）
Ｄ（４歳･男）
Ｅ（４歳･女）
Ｆ（６歳･女）
Ｇ（５歳･男）
Ｈ（５歳･男）
Ｉ（６歳･男）
文字カードを取って ｢じゃがいも｣ の文字を作る。
袋の中から果物を探してくる。
文字カード、指文字カードのマッチングをする。
絵カードを見せて、袋の中から同じ模型を取り出す。
絵合わせ。リンゴを取ってくる。
絵を見て何をしているのか答える。
お買物ゲームの中から、カレーライスに必要な材料を選ぶ。
絵カードを見せて、袋の中から同じ模型を取り出す。
絵を見て何をしているのか答える。
×
○
×
×
○
○
○
×
×
【○：できた△：どちらでもない×：できない】
　⑤　200X＋１年２月（参加率36.4％）
表６　グループ指導の学習内容及び評価
氏名 学習内容 評価
Ａ（６歳･女）
Ｂ（６歳･男）
Ｃ（６歳･男）
Ｄ（６歳･男）
｢あ｣ のつく言葉を３ついう。食べ物の数を数える。
｢い｣ のつく言葉をいう。トマト、乗り物を数える。
｢す｣ のつく言葉をいう。スイカを数える。
｢え｣ のつく言葉をいう。サツマイモ、虫を数える。
○
○
○
○
【○：できた△：どちらでもない×：できない】
　課題に関しては個別の教育相談の時に実施している御用学習を中心に
行ってきたが、回数を重ねる毎により高度なものに発展させた。
（７）反省事項
　グループ指導を実施した後に毎回担当者間で話し合いを行い、成果と課
題を明らかにした。
　①　幼児の活動（御用学習、リトミック、自由遊び等）
　　・母子分離の時間を取ったが泣いたりする子どもはいなかった。
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　　・御用学習では離席する子どもが少なく、話も良く聞いて参加できて
いた。
　　・広汎性発達障害の子どもが多く、集団活動ができなかった。
　　・集団に入っていけない子どもがいて、御用学習が成立しなかった。
　②　保護者との話し合い（情報交換会）
　　幼児教育相談を受けた感想や各療育機関の情報等について話し合いを
行った。
　　・辛い体験発表の場になってしまい、時間が短くアドバイスや情報交
換が十分にできなかった。
　　・保護者同士の話し合う時間がもう少し長いと良いのではないか。
　　・初めての方が半数位いたのでそれぞれの話を聞いただけで終わって
しまった。
　　・体験談を語ってくれる保護者がいたりして、参考になる話が聞け
た。
　　・もっと地域の療育機関の情報などを聞けると良かった。
　　・兄弟へのかかわりやこだわり等、日頃感じている悩みを中心に、
様々な意見交換があった。
　③　保護者からの要望
　　・小学校通常学級に子どもを就学させた保護者の話を聞きたい。
　　・就学の準備段階として机に座って授業を受けられるような体験入学
的な機会が欲しい。
　　・子どもの状態を他のまわりの人にどう伝えたらよいのか、伝えても
いいのか、伝えて果たして分かってもらえるのか。
　　・他の療育機関を利用していない保護者からは、他の保護者の方と話
ができる良い機会なので今後も続けて欲しいという意見があった。
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２　幼児教育相談担当教員が抱える問題
（１）幼児教育相談担当教員
　「担当者の専門性を高めるための時間が確保しにくい｡｣、｢相談者数が増
えてきていて、係内での話し合いやケースカンファレンスを持つ時間が取
れない｡｣、｢授業と相談との両立は、相談件数及び回数等、相談担当者に
とってはかなりの負担になっている｡｣、｢視覚障害、聴覚障害等の子ども
の相談に対応できる体制が整っていない｡｣、｢出張等も多く教材研究に当
てる時間が不足している｡｣ という意見が挙げられている。
（２）施設設備
　｢相談室が子ども向きになっていない｡｣、｢検査器具や教材が不十分であ
ること、また、教材も他との共用であったりするので、幼児教育相談室用
として揃えたい｡｣、｢母子分離で子どもと保護者を分ける場合もあり、待
合室等の場所が確保できない｡｣ という意見が挙げられている。
（３）相談内容
　｢相談よりも子どもへの個別指導を求めて来校する方が多い｡｣ という意
見が挙げられている。
（４）相談時間
　｢相談時間が午後になってしまう｡｣、｢相談時間が朝９時から一人目を予
定しているが、０～１歳児がこの時間に来室するのは難しい。10時頃か
らの希望者が多く、この時間から対応できる人数がいると一人当たりの相
談回数をもっと増やすことができる｡｣、｢相談の申し込みが多く、２週間
に１回実施することが難しい｡｣ という意見が挙げられている。
（５）研修・出張
　｢研修会等の予算がない｡｣、｢集団適応の様子についての情報を得るため
に保育園等に見学に行きたいが旅費の関係で難しい｡｣ という意見が挙げ
られている。
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Ⅳ　考察
１　グループ指導
　子ども達の活動では、個別の教育相談の時にはみられない集団の中での
子どもの一面をみることができた。子どもによっては他の子どもとかかわ
る場面も多くみられるなどいろいろと観察することもでき今後の個別の教
育相談に生かしていける点が沢山あった。しかし、毎回先生の数より子ど
もの数の方が多く、十分な対応ができたとはいい難い面がある。今後は後
半の御用学習を一つに絞って他は自由遊びにしたりするなど、子どもの実
態やその日の体調等に合わせた活動内容の設定を検討していかなければな
らない。
　保護者との情報交換会であるが、保護者の方が今までの辛かった心情を
話す場となることが多く、お互いにその話を聞くということが中心だっ
た。時間的に短く、保護者同士の関係を作り上げるまではいかなかったの
で、時間を有効に使うためにも、保護者から出された要望を参考にしなが
らテーマを決めて話し合えると良い。その他としては、他の教員が担当し
ている子どもの実態が把握できていない面があるので、サポート教員も含
めて、子どもへのかかわりを適切に行うためにも参加する子どもの実態を
事前に指導者全員で共通理解しておく必要がある。また、今回係以外の多
くの先生方の協力を得たが、子ども達の活動を考えるといろいろと不足し
ていた面がある。今後は校内においてさらに理解してもらうことも含め
て、サポートの先生方の役割や数についても実施計画にきちんと位置付け
ていくことが必要である。
２　幼児教育相談担当教員が抱える問題点
　現在、教育相談のケース数が僅かずつではあるが増加してきている。一
人当たりの相談回数の増加については担当者数や使用教室等の関係からほ
ぼ不可能の状態であり、今後さらに相談希望者が増えれば一人の回数を減
らさざるを得ない。
　今後は、このような状態においては教育相談を充実させていくために必
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要な担当ケースについての検討、教材研究、教材準備、相談担当者として
の資質を高めるために担当者同士で行う研修等の時間を確保していくこと
は難しく、何らかの対策を検討が求められる。
Ⅴ　まとめと今後の課題
１　発達支援
　集団づくりに関しては、子ども達に何の話もなく教員と保護者の都合で
集団を構成してしまった。ソーシャル・スキル・トレーニングで最初に行
うフィーリングタイムのように、集団活動の動機づけとしてこの集団を受
け入れ、この集団を好きにさせるような時間やかかわり等を持つことが必
要であった。また、子ども達の活動については、始めの会、終わりの会、
リトミック、御用学習等を実施したが、この中で御用学習に関しては比較
的取り組めていたけれども、内容によっては自分勝手に動き回る子ども達
も多くみられ、子ども同士の関係づくりを意識した取り組みを行うことは
できなかった。さらに、教員の手が足りず、子どもの実態や指導上の配慮
事項に関する共通理解を図る時間も取れなかったので、十分なかかわりが
できなかったというのが反省点として挙げられている。今後は、子どもへ
のかかわり方と活動内容の役割分担も含めて、それらを実施計画の中にき
ちんと位置付けていく必要がある。
　グループの構成については、子ども達の障害種別や年齢等に関係なく保
護者の希望日のみでグループ分けを行った。障害種別は様々だったが、広
汎性発達障害や注意欠陥多動性障害の子どもが多かった日などは、自由に
動いたりして集団に入っていけない子どもが多く、集団活動や御用学習が
成立しなかった。こども発達支援センターで行われているように障害種別
に分けて行うのが理想であるが、保護者の都合等もあるので、ある程度障
害種別を考慮したグループ構成も検討していかなければならない。
　次に指導内容であるが、グループ指導における子ども一人一人の目標を
どこに置くかが問題である。今回は小集団における子ども達の様子を知る
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ということに目標を置き、御用学習の課題ができたかできなかったかで評
価したわけだが、集団適応及び教師や友達とのかかわりを意識した目標に
ついては検討していなかった。具体的には１．同世代の仲間で一緒に行動
する、２．集団行動のルールを学ぶ（順番･役割交替･じゃんけん･簡単な
ゲームのルールなど）、３．競争心を育てる、４．友達を応援する経験を
する、などの集団学習を行う上での目標を立てなければならない。また、
グループ指導を通して集団を意識した働きかけを行い、集団に適応してい
くためにはどのような支援が必要なのか私達は分析していかなければなら
ない。繁昌（1999）はトマニ教室での小グループでの治療教育の取り組
みの中で、グループ活動において重要なことを次のように述べている。｢
子ども同士の関係性をいかにつなぎ、重ね合わせていくかについて、個々
の子どもの発達の変化、生活の基本である家庭内での変化、時々の様々な
問題など生活全体での様子も捉えて、グループ構造の変化を予測しながら
臨むことが重要である｡｣ そして、グループ活動において重要となる具体
的な項目として、１．基本的段階、２．キーパーソンとの関係性を強化
し、他者への意識を向けさせる段階、３．グループ成果としての意識を高
めていく段階、４．自発性を引き出し、自分達でグループ内での役割に取
り組んでいく段階の４つの段階を挙げている。つまりグループの構成を検
討して取り組んでいけば、子ども同士のかかわりからグループが成長し、
子どもが成長していくものであるとしているので、これらを参考にしなが
ら今後検討していきたい。
　さらに、集団における子どもの活動を観察し、集団に適応していくには
どのような支援が必要なのかということを細かく分析し、障害児保育を
行っている保育園、幼稚園等に発信していく必要がある。これは現在幼児
教育相談係の仕事の一つとして、情報交換会、交流研修会、連絡会等を実
施し、幼稚園、保育園、特殊学級等の教員の悩みに応えてきているが、集
団の中での障害を持った子どもに対するかかわり方で悩まれる方が多くみ
られる。特別支援学校の地域のセンター的役割として他の機関への学習コ
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ンテンツの提供等がいわれているが、それだけに止まらず集団の中での障
害幼児に対する支援方法についても発信していけるような幼児教育相談を
目指す必要がある。
２　保護者支援
　情報交換会では自己紹介、現在抱えている悩み、幼児教育相談に対する
感想や要望等を中心に話し合いを行った。話を進めていくと自分の心を開
いて今までの想いなどを話して下さる保護者が多く、育児方法や他の療育
機関に関することなど様々な情報を交換することができた。このように保
護者支援という意味では保護者同士の話し合いがとても大きな意味を持っ
ているということを再確認することができた。
　今回は、子ども達の障害種別や年齢等に関係なく保護者の希望日のみで
グループ分けを行った。幼児教育相談に通室してくる子ども達の実態を見
ると障害は多様化してきているが、最近は広汎性発達障害や注意欠陥多動
性障害と診断される子どもが増えてきている。この子達の特徴としては、
個別での学習はなんとか行えるが集団に入ると不適応を起こしてしまう
ことが多くみられるようである。これらの障害幼児の保護者は、中田ら
（1995）の報告でも、自閉症の診断の困難さが母親の障害認識に影響を与
えることが示されている。また、早期からの障害が疑われても、自閉症の
行動特徴が顕在化して確実な診断が下るまでの間、母親達は不安を抱えな
がら宙づりの状態におかれることが多いという（久保、1991）のが現状
のようである。さらに、情報交換の中でも「小学校通常学級に子どもを就
学させた保護者の話を聞きたい｡」という意見が多く出されていたので、
このように軽度の障害といわれる子どもを持つ保護者への支援について検
討していく必要がある。
　その他としては、就学児を対象としたグループ指導を行ったわけだが、
意見を聞いてみると、就学児健康診断の時期あたりから就学先が決定する
まで保護者の方の心情はかなり揺れ動いていたようである。これからは就
学を控えた障害幼児を持つ保護者のニーズの分析と支援方法を検討してい
165
特別支援学校における障害幼児への相談支援に関する研究
くことが課題となってくる。今までは、就学に関する情報を提供したり、
就学先を決定するまでの保護者の揺れ動く気持ちを受け止めたりするなど
してかかわってきたわけだが、今後は、就学に向かう保護者支援の一つと
して就学児を対象としたグループ指導の在り方を検討していく必要があ
る。つまり、これからは仲間づくりを意識しながら就学に関する情報交換
や不安な気持ちを受容したりするなどして進めていくことも検討していか
なければならない。今後、保護者同士の仲間づくりを充実させていき、幼
児教育相談終了後も関係性が継続し、お互いをフォローしたり、お互いの
家庭を訪問したり、親の会のような自主的な集まりを持ったりする関係に
発展していくことを望みたい。
　これからの特別支援学校における幼児教育相談の在り方を考えると、グ
ループ指導の役割は特に保護者支援において大きな意味を持っており、他
の療育機関等ですでに実施されているグループ指導の実践例を参考にしな
がら今後の方向性を検討していく必要がある。
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